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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

	
 インプリント遺伝子がどのようにDNA脱メチル化を受け、どのように片一方の対立遺伝子のみが活性化
されるかは多くの部分が不明である。この過程では、DNA脱メチル化を受ける領域の認識・決定、クロマ

チンリモデリング、ヒストン修飾、塩基除去修復系によるDNA脱メチル化、転写のステップ等が少なくと

も考えられるが、これらがどのような順番で制御されるかに関してさえ未だ不明である。本研究では、シ

ロイヌナズナ植物を用いて、DNAメチル化を伴って遺伝子不活化状態にあるFWAインプリント遺伝子をモデ

ルにこれらの問題に切り込むことを目的としている。FWAはDNAの脱メチル化を受ける時期と細胞、シスエ

レメント等、多くが明らかになっている数少ない遺伝子である。これまでに、インプリント遺伝子FWAの

遺伝子発現を指標にして、ゲノムインプリンティングの制御に関わる変異体を複数単離している。１昨年

度後半より外国人特別研究員がスタートした解析から、alac4変異体は受精前の中央細胞においてFWA-GFP

リポーターを活性化できないとともに、受精後の胚乳では多面的な胚乳、胚発生不全を生じることを明ら

かにしている。また、原因遺伝子も、人から酵母まで保存されているが、その機能が未解明なタンパク質

をコードする遺伝子に変異があることを明らかにし、野生型ゲノムで表現型を相補することも確認してい

る。さらに予備的に、ALAC4遺伝子が中央細胞や胚乳を取り囲む細胞層で発現することなどを明らかにし

つつある。	
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